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(Danielsen et al., 2009)。Koh や Hunt の研究では 1990 年代以来、アブラヤシ・プランテー
ションに転換されてきた土地は自然の熱帯雨林（natural rainforest）である。インドネシア
は 2009 年に世界で 2 番目に大きいカーボンエミッションの主要国とされた。頻繁に発生
するカリマンタン島とスマトラ島の火災で排出された二酸化炭素量はインドネシア全体で




ら約 10 億ドル受け取った。しかし、2020 年はインドネシア政府がパーム油の生産量 2 倍
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(4) 得られた結果から今後の GIS による土地利用解析の課題 




1940 年代の解析には主に旧米国陸軍地図局(U.S. Amy Map Service, 以下 AMS)が 1944 年
に作成した古地図を利用し、2000 年代の解析には人工衛星画像を利用した。現在入手可









① 1940 年代の植生および土地利用 
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